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1. はじめに 
 建築やまちを経験する際，私たちは空間や身

体における環境の状況をあるがままに知覚す

るのではなく，認識を方向づける図式によって

知覚する１）。このような知覚を方向づける図式

を空間図式*１と呼ぶことにする。 

 本研究の目的は，まち歩きでの経験を図式化

して空間体験の特徴を明らかにすると同時に，

自らの体験を元に，まちを観る方法を語り伝え

ることである。まち歩きの体験は暗黙知３）であ

るが，この研究では，その知を一人称視点*２か

ら記述する。一人称だからこそ見出せる知の姿

もあるはずである。また，まちを観る方法の伝

達は，たくさんの個から普遍的な知をうむこと

に繋がると考えている。 
 

2. 既往研究との関係 
福田・藤井(2015)は，心地よいと感じるシー

クエンスの空間体験の特徴を図式化すること

を目的とし，回遊式庭園を対象に，映像とナラ

ティブによって記録し，主体と物的環境の位置

関係に着目して心地よいと感じる空間図式の

抽出を試みている５）。なお図式表現は，複雑な

体験での空間図式の変化を複数の図式で連続

的に表現している。本研究は，まち歩きという

シークエンスの空間体験の図式化という点で

は共通であるが，ひとつの体験で空間図式の変

化する前後と変化するきっかけまでを捉える

という点で福田・藤井と異なる。 

 

3. 研究方法 
 まち歩きを通じて，まちを丹念に探索してま

わり，空間体験から写真や文章を用いながら空

間図式を得ていく。空間図式の探究は，空間の                                                        

経験（3.1），経験の表現(3.2)，空間図式作成

(3.3)経験の構造化(3.4)からなる。 

さらに，得た知見が他者のまち歩きの一助と

なりうるのかも言及する。まち歩きを他者へ仕

掛ける研究として「まち観帖」*3（諏訪･加藤，

2012）がある６）。筆者もまち観帖を携えてまち

歩きを実施し，まちを観る身体を養っているが，

最終的に，このまち観帖なるものの作成と実際

に使用した検証も行う。 

3.1  空間の経験 

 実際にまち歩きを行うフィールドは，国分寺

崖線である。（Fig.1）国分寺崖線は，立川市か

ら国分寺市などを経由し，世田谷区から大田区

へと延長約 30kmにわたって続く地形であり，

武蔵野台地を多摩川が侵食してできた河岸段

丘である。武蔵野の地域では，この崖線は「は

け」と呼ばれ，はけ沿いには湧水や緑地，田畑，

遺跡なども残る。また，はけ沿いの道（はけ道）

は，地域の生活に根ざした道である。はけ道の

定義はないが，「はけ」や「はけ道」といった

明瞭さを欠きつつも地域性が感じられる呼称

も魅力的である７）。 

 筆者は，崖線に沿って歩くなかで，ただ都市

郊外の風景が広がっているのではなく，湧水や

緑に富む豊かな自然が崖に現存しつつも，そこ

に住む人々の生活が崖の地形と一体になり，

延々と続く，連続性のある風景をつくっている

ように感じた。 

 

Fig.1 国分寺崖線の航空写真 
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＊１）空間的な関係の知覚や認識を方向づける心的な構造を空間図式とよぶ。２) 

＊２）一人称視点で観察や記述をし，そのデータを基に知の本質を見出そうとする研究を一人称研究という。４） 

＊３）まち観帖を構成する「まち観の型ことば」はまち歩きの体験を通じて，観て／体感して感じたこと，想っ

たこと，行動するとよいことを写真と合わせて記述しており，まちの見方を示している。 
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3.2  経験の表現 -写真日記の作成- 

 経験したものごとを「写真日記」＊４）という

形式で表現する。写真日記で表現されたものご

とを基礎資料とする。 

 2023年 4月 23 日から計 4 回現地を訪れ，ま

ち歩きをおこなった。コースは主に崖線に沿っ

て行い，丹念にまちを探索した。探索の中でよ

いと感じた空間を撮影した写真と経験をもと

に計 70枚の写真日記を作成した。また，経験

の中で空間図式が変化するきっかけとなった

箇所の記述にはハイライトをいれる(Fig.2)。 

3.3  空間図式作成 

 写真日記から経験主体とまちの空間が結び付

くような文章を抜粋する。George Lakoff が提唱し

たいくつかの運動感覚的イメージスキーマ 8）という

概念を単位とし，空間図式を作成 9）する (Fig.２)。      

本研究では，体験の変化を空間図式で表現す

ることを試みる。その際，後の空間図式の方が，

豊かな経験として表現することに留意する。 

下に例を示す。この体験は，降りはじめた雨をき

っかけに自分が木の下にいることを認識したため，

体験が変化し，主体（私）の周りに，木の下の曖昧

な空間の表現として点線の円で示した図式が増

えている。     

 
Fig.２ 写真日記と空間図式の例 

3.4  経験の構造化 

作成した空間図式や写真日記に表現した情報

は，小さな気づきが集積したものである。これらを

ひとつの物語として構造化するために，KJ 法＊５）

を用いる。情報の関連性（類似，対比など）をもと

にボトム・アップでグループ化し，各グループ内の

空間図式の特徴を分析する。（Fig.4） 

4. 結果 

これらの分析から基礎資料の図示表現による
空間図式(A01〜A70)及び，グループ化によって
グループ D（D01〜D05）が得られる。 

[D01]まちには視界に入らない空間もあるが、

その空間にゆっくり近づいたり身体を頼りに

にじり寄っていくことで，存在を感じたり互い

に影響を及ぼすことができる。 

[D02]雨や風によって木々が揺れ，その度に木

の下の境界は曖昧になっている。その空間に自

らの身体を入れると，外部環境を身体で感じる。 

[D03]ゆっくりと風景を眺め，まちの連続性

（例：崖線）に沿って身体を委ねると周辺環境

を感じ，先の空間へと意識が向けられる。 

[D04]崖線から湧き出る水があるからこそ，こ

の地に人が住んできた時の流れを感じつつ，今

も自然の恩恵を享受している様子を垣間見る。 

[D05]下り坂や交差点など，どちらに進むか迷

ったとき，一度立ち止まって視線を意識する。

すると，まちのなかで今自分がどこにいるか把

握でき，進んだ先の空間のイメージを意識する。 

 
5. 二人称視点からの検証と仕掛け 
 最後に二人称視点からの検証として，広域な

国分寺崖線の歩き方を示した指南書を作成す

る。（Fig.３）この指南書が新たな知見を生む仕

掛けとなることを期待している。 

 
Fig.３ 指南書の例 （はけのことば01） 

 

6. 考察 
身体性に着目して図式表現し，グルーピング

することによって，自分の身体と空間が繋がっ

ていることを実感できた。また，自らの経験を

基に作成した指南書は，国分寺崖線の歩き方を

語り伝えるものになった。

＊４）写真日記とは, 自己の経験において収集した情報や気づきを記録し, 蓄積するデータシートの一種であ

る。事実記述，現象記述,経験記述からなる。経験している状況を視覚的に表現する写真と，事実記述を通

じた撮影者の主観的な体験を意識的に関連づけすることができる。 
＊５）KJ法は川喜田二郎がデータをまとめるために考案した手法である。トップ・ダウンによる分類ではなく，

個々のデータに記録されている情報の関連性（類似・対比・連係など）を考えつつ，ボトム・アップでグ
ルーピングしていく。このときグループが単なる分類や整理にならないように留意する。１１） 

私 

木の下 

雨が降る 
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Fig.4  経験の表現の構造化 

A30　崖の木々が迫り来るはけ道は心地よいが、木が影を落とすことでさらに心地よくなる。

A61　坂道が狭く感じることで、先の空間が楽しみになる。

A04　折れ曲がる階段がハケの森と住宅地との境界を曖昧にしている。

A23　居心地が悪いのは高さからの恐怖感ではなく、造成された土地の上だからだと気づく。

A45　長く続く階段でもアプローチが心地よい空間になっていることで、苦なく登ることができると気づく。

A46　崖の中の森の中は木々のつくる領域により心地よくなっていると気づく。

A42　空間を平面的に見るのではなく，視点を合わせることで同じ空間に自分を定位できる。

A33　降り始めた雨が木の下の曖昧な領域を視認させる。
A06　国分寺崖線の風景を、木陰の中から、身体を通して感じる。

A25　空間の境界に意識を向ける対象がいる時，それぞれの空間が強く意識されていく。

A06　国分寺崖線の風景を、木陰の中から、身体を通して感じる。

A48　池の波紋と自分の外部に与える波紋を重ねることで、風景に入り込むことができる。

A43　水に自らの身体を近づけることで，互いに影響を与えていることに気づく。

A27　川の流れていく方向に沿って意識も遠くに向いていき、はけならではの風景を感じる。

A02　ずっと続く崖線を目の当たりにし、生きている大地に惹かれる。

A56　植栽による街並みの連続性によって自ずと足が動き、奥の空間へと引き込まれる。
A70　折れ曲がりながら続く路地の奥の空間が気になり、歩みを進める。

A37　はけ道の光と影に方向を意識すると、はけが心地よい場所だと知る。

A29　はけ道の光と影に方向を意識すると、はけが心地よい場所だと知る。

A22　ハケ道を歩いていることを知り、自分の身体に外部環境が入り込んでいたことに気づく。

A64　人々の暮らしの背景に崖の自然があり、人々を包むように崖が存在している。

A50　ハケ道を歩き、住宅や森を観察しながら歩くと、町の意識の方向がみえてくると気づく。

A62　ハケ道をゆっくりと歩くと，外部環境が自分の身体に入り込んでくる。

A34　池空間は森の中にぽっかり空いた空間であり、光が抜けることで心地良く感じる。

A19　川の流れは住宅の建ち方を決め、川沿いの空間は連続的に変化する。
A01　ハケから流れる湧水が人の営みをかたち作ってきたことに気づく。

A36　はまちに存在する場所を深く観察し、この地域の水とともに生きる生活を垣間みる。
A05　ハケ道は崖としての本来の姿を残しつつ、人に豊な自然を享受している。

A65　水琴窟に水を落とすと，高い音が地中から響き，ハケと会話しているように感じる。

A26　暗渠を発見し、自分のまち歩きの身体が育っていることを感じる。

A54　神社の境内でハケの存在を意識すると、地域の繋がりや意識の方向性を感じられる。

A53　ハケ道と直交する並木道は、木と光がつくる影が心地よく、足取りも軽くなる。

A57　水面の波紋は、自らの存在を主張しているかのように感じる。

A18　岩の隙間を覗き込み、水源を見つけ、テンションが上がる。

A03　大地から染み出す湧水をみて、大地が息をしているように感じる。

A12　小さな水路を見つけて、水源へと意識が向く。
A07　水路と緑道に誘われるように遡ると、湧水にであう。

A40　庭園を自分を空間に定位しながら歩くと，回遊式庭園の全体がみえてくることに気づく。

A31　奥の風景まで意識を向けることで、自分が空間のどこに定位しているか気づく。

A48　池の波紋と自分の外部に与える波紋を重ねることで、風景に入り込むことができる

A42　空間を平面的に見るのではなく，視点を合わせることで同じ空間に自分を定位できる。

A49　Y字路にさしかかり、先に続く空間を想像し、自ずと足が動く方へ進む。

A55　上り坂と下り坂は別々の空間になっており、木が下へ向くのに連れられて坂を下る。

A58　先の道が切れているように見え、崖下と崖上の隔たりがあるように感じる。
A31　奥の風景まで意識を向けることで、自分が空間のどこに定位しているか気づく。

A52　身をかがめ、水面に近づくと目には入らない空間の広がりを感じることができる。
A39　崖の上に立ち，視線をまっすぐにすると空を広く感じる。

A24　崖の木々が迫り来るはけ道は心地よいが、木が影を落とすことでさらに心地よくなる。
A15　水路に惹かれて常に水路を意識し歩いていたことに気づく。

A44　はけ道から高層マンションを見上げ、豊かな暮らしについて考える。
A10　枯れている崖をみて、崖線に残存する自然と人の営みの共存を考える。

A14　川の原風景が、ひとつのまとまりをもった風景に感じる。
A38　坂道のはけ道は，低い木の方向に視線を向けると，歩いていて心地が良いと感じる。

A08　川の低くなっている空間は周りとは別空間で，居心地のよさを感じる。

A32　参道を歩き、階段や木々に隠れる門から崖を背にして立つ聖域に奥を感じる。

A41　橋に意識が向き，渡ると自分のいる場所から聖域へ足を踏み入れているように感じる。

A09　森に囲まれた聖なる空間に奥を感じる。

A56　植栽による街並みの連続性によって自ずと足が動き、奥の空間へと引き込まれる。

A70　折れ曲がりながら続く路地の奥の空間が気になり、歩みを進める。

A37　はけ道の光と影に方向を意識すると、はけが心地よい場所だと知る。

A66　枝葉は暗く，崖の方に意識が向くが，木の枝葉が居心地をよくしているからだと気づく。

A57　階段を下りながら視線が下になるが、意識は木々ではなくその奥の池に向く。

A29　はけ道の光と影に方向を意識すると、はけが心地よい場所だと知る。

A22　ハケ道を歩いていることを知り、自分の身体に外部環境が入り込んでいたことに気づく。

A17　かつての武蔵野の面影を残す自然をみて、時間が止まった場所のように感じる。

A13　湧水が崖線の森に恵を与え，水が森をつくっていると気づく。

A68　新しいものが古いものの前に置かれていく構図に時間の重なりを感じる。

B02　木々に挟まれた空間は、左右から木の影が落ちることで、私の身体を覆い、自分が曖昧な空間にいる
　　   ことに気づく。

B13　同じ崖の上下を繋ぐ階段でも周囲を木に囲まれれいるか否かで登ったときの居心地の良さは大きく
             変わると気づく。

B10　人や風に揺られる木は空間の中に動きをもたらし、その周辺には柔らかい領域ができている。

B20　雨や風など自然現象が、木の下の曖昧な領域に気づかせてくれる。

B18　自分のいる空間でなくても、誰かがその空間にいれば、お互いの空間を重ね、強く意識することができる。

B22　水面という常に揺れ動く場に自らの身体を近づけ、干渉し合うと風景と繋がっているように感じる。

B04　見晴らしの良い場所で川や崖に視線を沿わせていくと、遠くの風景に意識が向く。

B26　道の連続性に連れられ、自ずと足が動き、奥へと意識が向く。

B16　はけ道は森の木々が覆い被さるように影を落とし、光や風を身体に感じ居心地がよいと気づく。

B23　崖の森を背にして建つ住宅から、街並みの方向のようなものに気づく。

B27　はけ道をゆっくり歩くと光や風など外部環境が身体に入り込んでくる感覚を覚える。

B17　細い水路がまちの形成に影響を与えていると気づく。

B28　はけ道という生活空間を体験することで、存在する水や緑が人々 の生活に豊かな自然を享受していると 感じる。

B06　視界に入らなくとも足元の水の存在に気づき、自分の身体が外部環境に敏感になっていると感じる。

B14　目には見えなくとも、木が生い茂る本殿や道の奥に「はけ」の存在を意識する。

B21　湧水はいずれも小さく湧き出ており、見るときは自分の身体を湧水に近づけなければならない。

B29　水源は見えないが、どこから続いているのかが気になり、流れてくる方向に意識が向く。

B07　足元ばかりではなく、遠くの風景にも目を向けると自分をまちの空間に定位できる。

B11　見ている対象と視線を合わせることで、同じ空間に自分を定位することができる。

B01　Y字路にさしかかり、足を止めて行き先を決めるとき、下り坂や視線の抜けの有無が決定要因になっている。

B19　下り坂にさしかかるとき、一旦止まると視界が開け、崖下の遠くの風景に意識が向く。

B30　視線を真っ直ぐにすることで、広い空間へと意識が向く。

B03　水路はゆっくりと流れているが、水の綺麗さに惹かれ歩みを止めると、ひとつのまとまりを持った空間
             に感じる。

B05　森がなくなった崖の上を見上げ、自然と人の豊かな共生を考える。

B31　左右をの風景を見比べてみるが、心地よく、ひとつのまとまりを持った風景に感じる。

B24　橋や参道の直線的な視線の先にある奥の聖域に意識が向く。

B26　道の連続性に連れられ、自ずと足が動き、奥へと意識が向く。

B32　視界の手前にあるものを通りぬけ、奥に広がる空間へと意識が向く。

B16　はけ道は森の木々が覆い被さるように影を落とし、光や風を身体に感じ居心地がよいと気づく。

B33　豊かな湧水が森に恵を与え、崖線の自然環境を形成してきたと感じる。

B34　A68を格上げ

C01　時を重ねるなかでも豊かな湧水がこんこんと湧き出ており、池や崖の森を形成し、居心地の良い場所を残し
             ている。

C05　水路がある風景は、水路と路地はそれぞれ独立した空間ではなく、生活の一部となっていることからひとつ
　　   の空間として感じられる。

C08　川は人が住む前から存在し、川が町の形成に影響し、人が住みはじめてからも人は自然の恩恵を受けている
　　   ようだ。

C13　足元をみるのではなく、遠くや他人と視線を合わせることで、空間を把握し、自分を定位できる

C14　下り坂にさしかかり、一旦立ち止まり，視線を真っ直ぐにすることで、他の空間へと意識が変化する。

C09　木の下の空間は、雨や風、人の動きによって変動し、それらの境界は曖昧になっている。

C10　ゆっくりと風景を眺め、連続性のあるものに沿って視線を動かすと、遠くの空間に意識が向く。

C12　自分のいる空間と目の前にある空間は、こちらから身体を近づけたりすることでそれぞれの空間に干渉し
            ていると気づく。

C06　視線を真っ直ぐにすることで、視線を通り抜けるものは通り抜け、連続性のあるのは歩みを連れられ、奥
　　    の空間へと意識が向く。

C07　はけ道は崖の森を背に住宅が立ち並び、ゆっくり歩くと周辺環境を身体に感じ、居心地が良い。

C02　自分の身体を頼りにすることで、視界に入らなくとも空間の存在を感じることができる。

C03　水路の水源をたどって少しずつ意識を向けていくのは、自分の身体を湧水に近づけることであり、湧水は
　　   小さく湧き出ている。

C04　舗装された道でも、木々に挟まれた空間は影が落ち、曖昧な空間が身体を覆うことで居心地よく感じる。

D01　まちには視界に入らない空間もあるが、その空間にゆっくり近づいたり身体を頼りににじり寄っていくことで、
　　　存在を感じたり互いに影響を及ぼすことができる。

D03　ゆっくりと風景を眺め、まちの連続性（例：崖線）に沿って身体を委ねると周辺環境を感じ、先の空間へと
             意識が向けられる。

D04　崖線から湧き出る水があるからこそ、この地に人が住んできた時の流れを感じつつ、今でも自然の恩恵を享受
　　   している様子をみて、その場に惹かれる。

D02　雨や風によって木々が揺れ、その度に木の下の境界は曖昧になっている。その空間に自らの身体を入れると、
             外部環境を身体で感じる。

D05　下り坂や交差点など、どちらに進むか迷ったとき、一度立ち止まって視線を意識する。するとまちのなかで
　　　今自分がどこにいるか把握でき、進んだ先の空間のイメージを意識する。
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Fig.5  経験の構造化を経た基礎資料とグループの包含関係
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